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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月24日(2016.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＤＤＲ型ゼオライト結晶を含む吸着剤又は膜と、第１成分及び第２成分を含有するイン
プットガス流とを接触させて、前記インプットガス流と比べて、前記第１成分に富む第１
ガス流を形成すること；及び
　前記インプットガス流と比べて、前記第２成分に富む第２ガス流を集めること
を含む、ガス分離を行う方法であって、
　前記ＤＤＲ型ゼオライト結晶が、少なくとも約０．０１のアルカリ金属とシリカとの比
を有する合成混合物を使用して合成され、前記吸着剤が、約０．０５重量％以下のアルカ
リ金属不純物含有量の結晶から構成され；合成したままの前記ＤＤＲ型ゼオライト結晶が
、少なくとも約０．１重量％のアルカリ金属不純物含有量を有し、前記吸着剤を接触させ
る前に、前記ＤＤＲ型ゼオライト結晶をアルカリ金属不純物除去プロセスに曝すことによ
って、前記アルカリ金属不純物含有量が低減される、ガス分離を行う方法。
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【請求項２】
　前記吸着剤がスイング吸着器ユニット中にあり、前記吸着剤が前記接触中に前記第２成
分の少なくとも一部を吸着する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記スイング吸着器ユニットが、迅速サイクル圧力スイング吸着器ユニットまたは迅速
サイクル温度スイング吸着剤ユニットである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１ガス流が保持流れであり、前記第２ガス流が透過流れである、請求項１に記載
の方法。
【請求項５】
　前記ＤＤＲ型ゼオライトが、Ｓｉｇｍａ－１、ＺＳＭ－５８、ＳＳＺ－２８、またはそ
れらの組み合わせである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　合成されたままの前記ＤＤＲ型ゼオライト結晶についてのＣＯ２吸着等温線が、アルカ
リ金属不純物除去プロセス後の少なくとも約４０ｋＰａのＣＯ２分圧でのＤＤＲ型ゼオラ
イト結晶についてのＣＯ２吸着等温線より、ゼオライトの１グラム当たり少なくとも約０
．０５ミリモル大きいＣＯ２の吸着取り込みを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記合成混合物中の前記アルカリ金属がナトリウムを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＤＤＲ型結晶が、約０．０５重量％以下のアルミナ含有量を有する、請求項１に記
載の方法。
【請求項９】
　前記第１成分が、ＣＨ４であり、前記第２成分が、ＣＯ２、Ｎ２、Ｈ２Ｓ、又はそれら
の組み合わせである、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１成分が、ＣＨ４とＨ２Ｓの組み合わせであり、前記第２成分が、ＣＯ２、Ｎ２

、又はそれらの組み合わせである、請求項１に記載の方法。
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